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中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成１６年５月１４日の前期決算発表時に公表した平

成１７年３月期（平成１６年４月１日～平成１７年３月３１日）の中間業績予想を下記

のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 
記 

１．平成１７年３月期中間連結業績予想の修正（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日） 
                                （単位：百万円、％） 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益 
 前回発表予想        （Ａ）  １２，３５０  １，７３５  ９４０ 
 今回修正予想        （Ｂ）  １１，４７０  ６２０  ３０ 
 増 減 額        （Ｂ－Ａ） △     ８８０ △ １，１１５ △     ９１０ 
 増 減 率        △     ７．１ △   ６４．３ △   ９６．８ 
（ご参考）前中間期実績  １１，２０１    １，９４９    １，１１７ 

 
２．平成１７年３月期の中間単体業績予想の修正（平成１６年４月１日～平成１６年９月３０日） 
                                 （単位：百万円、％） 

 売 上 高      経 常 利 益      当期純利益 
 前回発表予想        （Ａ）  １２，１５０  １，５５５  ８５５ 
 今回修正予想        （Ｂ）  １１，１５０  ５９５  ５ 
 増 減 額        （Ｂ－Ａ） △ １，０００ △     ９６０ △   ８５０ 
 増 減 率        △     ８．２ △   ６１．７ △   ９９．４ 
（ご参考）前中間期実績  １１，００７   １，６６１     ９６６ 

 
３．修正の理由 

本年４月実施の薬価基準改定や新規後発品の薬価算定係数の引下げ等を背景に先発メー

カーを含めた販売競争が一段と激化するなか、特定機能病院その他の新市場開拓の遅れや

新製品の売れ行き不振等により売上が伸び悩んだうえ、売上総利益率が低下、さらに、広

告宣伝費やコントラクトＭＲ採用等による経費増に加え、固定資産除却損もあって、業績

は期初予想を大幅に下回ることが必至となりました。 
なお、通期の業績予想につきましては、中間決算発表時までに策定のうえ公表する予定

であります。 

以 上 


